
学校での突然死ゼロを目指して
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（2020年）

吹田市立千里丘北小学校
（吹田市千里丘北1-30 ）

～ いのちの大切さと救命教育への理解を深めるために～

第３回 日本AED財団 School部会 フォーラム

14：00～17：00

主催 日本AED財団

共催 日本臨床救急医学会

後援 （予定）
吹田市教育委員会、文部科学省、厚生労働省、総務省消防庁、日本医師会
日本赤十字社、日本学校保健会、全国学校安全教育研究会、大修館書店
学研メディカル秀潤社、大阪ライフサポート協会、JR西日本あんしん社会財団

協賛 旭化成ゾールメディカル、吹田市医師会、吹田市歯科医師会、吹田市薬剤師会、
吹田商工会議所

公益財団法人 日本AED財団
http://aed-zaidan.jp/

※ JR千里丘駅より徒歩20分

学校管理下における児童生徒の死亡事例では、突然死が死因の第一位となっています。こうし
た中、文部科学省は「学校事故対応に関する指針（平成28年3月）」を作成、心肺蘇生をは
じめとした学校の対応能力の向上を呼び掛けています。
関西ではじめての開催となった今回は、先進的な取組をしているさいたま市の「体育活動時等に
おける事故対応テキスト～ASUKAモデル～」に学びつつ、吹田市の学校での救命教育や、「健都
Heart safe cityプロジェクト」などについて紹介します。
フォーラム第１部では、小学校の教員による救命教育（心肺蘇生法やAEDの重要性、使い方
などを学ぶ）の公開授業を行い、第２部のシンポジウムでは文部科学省、教育委員会等行政関
係者、教職員、医師、保護者、ASUKAモデル関係者など、「学校での突然死ゼロ」推進に係る
方々の議論を通して、今後の取組の在り方や実践方策について探求していきます。

※ 駐車場はございませんので、車でのご来場は
ご遠慮ください。

参加無料 事前申込

JR千里丘駅西口を右に進み、ファミリーマートを
過ぎた突き当りを右へ。直進し３つ目の信号を左
折。2つ目の信号で左前方に直進すると右手に
学校（会場）が見える。



第1部 救命教育の公開授業
14:15～15:00

吹田市立千里丘北小学校 5年生
担任教諭：住友 としみ
養護教諭：三浦 智佳

開始 14:00（開場 13:30）

学校での突然死ゼロを目指して

プログラム

15:20～17:00

「救命教育を実践して」
吹田市立千里丘北小学校
首席：古川 悠紀 教諭：住友 としみ 矢野 浩明

「吹田市の取組・健都 Heart safe city (ハートセーフシティ)
プロジェクト」

吹田市教育委員会・吹田市消防本部・他

「子供たちを守るために」
前重 奈緒

「ASUKAモデルから見る救命教育の意義、現状と課題」
元さいたま市教育長・日本AED財団理事 桐淵 博

「今、求められる学校安全の充実~子供たちの命を守るために~」
文部科学省総合教育政策局 男女共同参画共生社会学習・安全課
安全教育推進室 安全教育調査官 森本 晋也

座長 伊藤裕介（済生会千里病院 千里救命救急センター 医師）

第2部 シンポジウム

公益財団法人 日本AED財団
http://aed-zaidan.jp/

公開授業の様子（昨年度）

【申込締切】定員200名になり次第

右のQRコードからWebにアクセスの上、お申し込み下さい。

QRコードが読み取れない方は、下記アドレスにアクセスの上、お申し込み下さい。

申込み方法

https://forms.gle/FhvLCVq2MALgdWcZA

～ いのちの大切さと救命教育への理解を深めるために～


